
県立高校の魅力づくりに関する

地区懇談会
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本日の説明内容 01 地区懇談会の目的

03 青森県立高等学校魅力づくり検討会議

について
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02 県立高校の現状

04 青森県立高等学校魅力づくり検討会議

における検討結果報告書
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地区懇談会の目的
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県民の皆様へ青森県立高等学校魅力づくり検討会議に

おける検討結果についてお知らせすること

令和１０年度以降の県立高校の魅力づくりの方向性を

検討するに当たり、県民の皆様から御意見を伺うこと

◆ 地区懇談会の目的
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県立高校の現状

◆ 中学校卒業（予定）者数と学級数の推移

◆ 学科の設置目的等

◆ 学校配置の状況
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【県全体の中学校卒業（予定）者数と学級数の推移】

・中学校卒業予定者数は、県教育庁高等学校
教育改革推進室推計値

・令和22年3月の中学校卒業予定者数は、国立
社会保障・人口問題研究所が令和5年12月に
推計・公表した｢日本の地域別将来推計人口
（令和5年度推計）を基に算出・推計

（人） （学級）第１期実施計画 第２期実施計画

R4までの増減（対H29) R9までの増減（対R4） R19までの増減（対R9）

中学校卒業(予定)者数 △2,173人 △1,040人 △2,814人

学　　　 級 　　　数 △39CL △15CL

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 … R22

県立高校（全日制）学級数 230 226 217 206 192 191 190 187 185 176

中学校卒業（予定）者数 12,357 11,830 11,250 10,757 10,065 10,184 9,915 9,779 9,279 9,406 9,144 8,769 8,702 8,519 8,479 8,272 7,786 7,459 6,904 6,575 6,330 5,573
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◆ 中学校卒業（予定）者数と学級数の推移
県立高校の現状
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【東青地区の中学校卒業（予定）者数と学級数の推移】

・中学校卒業予定者数は、県教育庁高等学校教育改革推進室推計値

・令和22年3月の中学校卒業予定者数は、国立社会保障・人口問題研究所が令和5年12月に推計・公表した
｢日本の地域別将来推計人口（令和5年度推計）を基に算出・推計

（人） 第３次実施計画【前期】

学　　　 級 　　　数 △８CL △４CL

第１期実施計画 第２期実施計画 （学級）

R4までの増減（対H29) R9までの増減（対R4） R19までの増減（対R9）

中学校卒業(予定)者数 △433人 △283人 △700人

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 … R22

県立高校（全日制）学級数 54 54 50 49 46 46 46 45 44 42

中学校卒業（予定）者数 2,922 2,833 2,642 2,629 2,435 2,489 2,509 2,378 2,277 2,309 2,206 2,107 2,067 2,044 2,064 1,916 1,847 1,808 1,657 1,510 1,506 1,235
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◆ 中学校卒業（予定）者数と学級数の推移
県立高校の現状
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【西北地区の中学校卒業（予定）者数と学級数の推移】

・中学校卒業予定者数は、県教育庁高等学校教育改革推進室推計値

・令和22年3月の中学校卒業予定者数は、国立社会保障・人口問題研究所が令和5年12月に推計・公表した
｢日本の地域別将来推計人口（令和5年度推計）を基に算出・推計

（人）

R4までの増減（対H29)

学　　　 級 　　　数 △8CL △2CL

（学級）

第１期実施計画 第２期実施計画

R4までの増減（対H29) R9までの増減（対R4） R19までの増減（対R9）

中学校卒業(予定)者数 △376人 △161人 △257人

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 … R22

県立高校（全日制）学級数 27 26 25 24 19 19 19 19 18 17

中学校卒業（予定）者数 1,358 1,287 1,080 1,177 1,030 982 940 963 866 878 821 834 773 771 802 759 709 586 630 575 564 473
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◆ 中学校卒業（予定）者数と学級数の推移
県立高校の現状
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【中南地区の中学校卒業（予定）者数と学級数の推移】

・中学校卒業予定者数は、県教育庁高等学校教育改革推進室推計値

・令和22年3月の中学校卒業予定者数は、国立社会保障・人口問題研究所が令和5年12月に推計・公表した
｢日本の地域別将来推計人口（令和5年度推計）を基に算出・推計

（人）

△6CL～△8CL学　　　 級 　　　数 △5CL △3CL

第１期実施計画 第２期実施計画 （学級）

R4までの増減（対H29) R9までの増減（対R4） R19までの増減（対R9）

中学校卒業(予定)者数 △434人 △187人 △551人

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 … R22

県立高校（全日制）学級数 44 44 43 40 39 39 38 37 37 36

中学校卒業（予定）者数 2,554 2,360 2,339 2,169 2,053 2,120 1,960 1,948 1,966 1,906 1,933 1,782 1,897 1,812 1,809 1,810 1,732 1,569 1,498 1,493 1,382 1,234
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◆ 中学校卒業（予定）者数と学級数の推移
県立高校の現状
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【上北地区の中学校卒業（予定）者数と学級数の推移】

・中学校卒業予定者数は、県教育庁高等学校教育改革推進室推計値

・令和22年3月の中学校卒業予定者数は、国立社会保障・人口問題研究所が令和5年12月に推計・公表した
｢日本の地域別将来推計人口（令和5年度推計）を基に算出・推計

（人）

学　　　 級 　　　数 △9CL △2CL

第1期実施計画 第2期実施計画 （学級）

R4までの増減（対H29) R9までの増減（対R4） R19までの増減（対R9）

中学校卒業(予定)者数 △384人 △132人 △354人

H29 R1 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 … R22

県立高校（全日制）学級数 43 41 39 38 35 34 34 34 34 32

中学校卒業（予定）者数 1,962 1,891 1,803 1,703 1,626 1,578 1,660 1,630 1,469 1,570 1,446 1,493 1,409 1,372 1,390 1,344 1,258 1,310 1,169 1,093 1,092 984
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◆ 中学校卒業（予定）者数と学級数の推移
県立高校の現状
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【下北地区の中学校卒業（予定）者数と学級数の推移】

・中学校卒業予定者数は、県教育庁高等学校教育改革推進室推計値

・令和22年3月の中学校卒業予定者数は、国立社会保障・人口問題研究所が令和5年12月に推計・公表した
｢日本の地域別将来推計人口（令和5年度推計）を基に算出・推計

（人）

学　　　 級 　　　数 △３CL △２CL

第1期実施計画 第2期実施計画 （学級）

R4までの増減（対H29) R9までの増減（対R4） R19までの増減（対R9）

中学校卒業(予定)者数 △109人 △102人 △187人

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 … R22

県立高校（全日制）学級数 17 17 16 14 14 14 14 14 14 12

中学校卒業（予定）者数 689 699 659 563 571 580 524 562 481 546 478 485 446 412 421 395 386 363 294 284 291 280
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◆ 中学校卒業（予定）者数と学級数の推移
県立高校の現状
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【三八地区の中学校卒業（予定）者数と学級数の推移】

・中学校卒業予定者数は、県教育庁高等学校教育改革推進室推計値

・令和22年3月の中学校卒業予定者数は、国立社会保障・人口問題研究所が令和5年12月に推計・公表した
｢日本の地域別将来推計人口（令和5年度推計）を基に算出・推計

（人）

学　　　 級 　　　数 △6CL △2CL

第1期実施計画 第2期実施計画 （学級）

R4までの増減（対H29) R9までの増減（対R4） R19までの増減（対R9）

中学校卒業(予定)者数 △437人 △175人 △765人

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 … R22

県立高校（全日制）学級数 45 44 44 41 39 39 39 38 38 37

中学校卒業（予定）者数 2,872 2,760 2,727 2,516 2,350 2,435 2,322 2,298 2,220 2,197 2,260 2,068 2,110 2,108 1,993 2,048 1,854 1,823 1,656 1,620 1,495 1,367
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◆ 中学校卒業（予定）者数と学級数の推移
県立高校の現状
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【平成１２年度以降に新設された専門学科の設置目的及び設置校】

◆普通科系の専門学科

学科名 設置目的 設置校

スポーツ科学科 体育･スポーツに関する教科･科目
の学習に重点を置き、体育・スポー
ツの振興に寄与できる人財を育成

青森北高校 （H12～）
弘前実業高校 （H13～）
八戸西高校 （H13～）

表現科 表現に関する専門的な学習を通し
て積極的にコミュニケーションを図
ろうとする態度を養いながら、豊か
な情操と創造性を育成

八戸東高校 （H15～）

グローバル探究科 探究活動や協働的学びに重点を置
き、社会の更なるグローバル化等に
対応できる国際的素養を身に付けた
グローバル人財を育成

青森南高校 （R6～）

◆ 学科の設置目的等
県立高校の現状
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【平成１２年度以降に新設された専門学科の設置目的及び設置校】

◆農業科

学科名 設置目的 設置校

食品科学科 食品の製造・分析及び流通・情報
に関する科学的知識と技術を習得さ
せ、食品にかかわる業務に必要な能
力と態度を育成

五所川原農林高校 （H22～）
三本木農業恵拓高校 （R3～）

【参考】柏木農業高校（H11～）

動物科学科 従来の畜産教育の領域を拡大し、
牛・豚・鶏等の産業動物の他に、馬
や愛玩動物等の社会動物の領域を新
たに加え、専門的な学習を推進

三本木農業高校 （H12～R4）
三本木農業恵拓高校 （R3～）

生物生産科 農業生産に関する知識・技術とと
もに、環境保全型農業や植物バイオ
テクノロジー等について学習

五所川原農林高校 （H18～）
名久井農業高校 （H18～）
柏木農業高校 （H20～）

◆ 学科の設置目的等
県立高校の現状
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【平成１２年度以降に新設された専門学科の設置目的及び設置校】

◆農業科

学科名 設置目的 設置校

園芸科学科 果樹・草花等の生産、園芸福祉に
ついて学習

名久井農業高校 （H18～R3）

植物科学科 作物生産や植物バイオテクノロ
ジー、施設園芸等について学習

三本木農業高校 （H18～R4）
三本木農業恵拓高校（R3～）

環境工学科 農業機械や造園、環境保全型農業
などに関して学習

柏木農業高校 （H20～）
三本木農業恵拓高校（R3～）

◆ 学科の設置目的等
県立高校の現状
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【平成１２年度以降に新設された専門学科の設置目的及び設置校】

◆農業科

学科名 設置目的 設置校

森林科学科 森林の育成とともに、森林環境保
全や林産資源活用についても学習

五所川原農林高校 （H22～）

環境土木科 農業土木とともに、地域環境の保
全等についても学習

五所川原農林高校 （H22～）
三本木農業高校 （H22～R4）

環境システム科 農業科の中で、工業の科目や経営
に必要な科目を学習

名久井農業高校 （H25～）

環境科学科 森林の構造・機能・育成、農業土
木、環境保全などに関して学習

五所川原農林高校 （R7～）

◆ 学科の設置目的等
県立高校の現状
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【平成１２年度以降に新設された専門学科の設置目的及び設置校】

◆工業科

学科名 設置目的 設置校

都市環境科 土木に関する教育内容に加え、環
境保全技術など環境やエネルギーに
ついても学習

青森工業高校 （H23～）

機械・エネルギー科 機械に関する教育内容に加え、電
気自動車や燃料電池、太陽光など環
境やエネルギーについても学習

十和田工業高校 （H23～）

設備・エネルギー科 設備に関する教育内容に加え、地
熱や太陽光などを利用した設備のし
くみなど、環境やエネルギーについ
ても学習

むつ工業高校 （H23～）

◆ 学科の設置目的等
県立高校の現状
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【平成１２年度以降に新設された専門学科の設置目的及び設置校】

◆工業科

学科名 設置目的 設置校

土木建築科 土木に関する教育内容を学習する
土木コースと建築に関する教育内容
を学習する建築コースを設置

八戸工業高校 （H25～R4）
※R3～土木科と建築科へ学科改編

電気・エネルギー科 発電や送電、電気配線工事に加え、
エネルギー等についても学習

下北地区統合校 （R９～(予定))

◆ 学科の設置目的等
県立高校の現状
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【平成１２年度以降に設置された総合学科の設置目的及び設置校】

◆総合学科

設置目的 設置校

普通教育を主とする学科である
「普通科」、専門教育を主とする
学科である「専門学科」に並ぶ学
科として制度化

生徒の主体的な選択による学習
を通して、将来の生き方や進路に
関する自覚を深め、職業観を育成

大湊高校 （H14～）
青森中央高校 （H15～）
木造高校 （H15～）
木造高校深浦校舎 （H17～R4）

【参考】七戸高校 （H8～）
尾上総合高校（H11～H24）※H25定時制に転換

◆ 学科の設置目的等
県立高校の現状
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【平成１２年度以降に導入された教育制度の導入目的及び導入校等】

◆全日制普通科単位制

導入目的 導入校

全日制普通科において学年による教育課程の区分を設
けず、決められた単位を修得すれば、卒業が認められる
制度

生徒の選択による主体的な学習を通して、大学進学等
の進路希望の達成を図る。

青森東高校 （H16～）
八戸北高校 （H18～）
弘前南高校 （H20～）
田名部高校 （R1～）

◆総合選択制

導入目的 導入校

在籍する学科内の科目選択にとどまらず、生徒の興
味・関心や進路選択に応じて、他の学科の科目を選択

弘前実業高校 （H14～）

◆ 学科の設置目的等
県立高校の現状
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【平成１２年度以降に導入された教育制度の導入目的及び導入校等】

◆中高一貫教育

区分 導入目的 導入校

連携型 設置者の異なる中学校と高等学校
が連携し、６年間にわたり計画的・
継続的な教育活動を実施

田子高校 （H13～R3）
大湊高校 （H14～H25）

併設型 同一の設置者による中学校と高等
学校を接続し、６年間の計画的かつ
継続的な一貫した教育指導を実施

三本木高校 （H19～）

◆ 学科の設置目的等
県立高校の現状
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【平成１２年度以降に導入された定時制三部制の導入目的及び導入校】

◆定時制三部制

導入目的 導入校

午前、午後、夜間等の時間帯で授業を行い、仕事の時
間や学習スタイルに合わせて、他の部の授業を受けるこ
となどにより、３年での卒業も可能

北斗高校 （H18～）
八戸中央高校 （H18～）
尾上総合高校 （H25～）

◆ 学科の設置目的等
県立高校の現状
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【平成１２年度以降に通信制課程に再編した実施校等】

◆通信制の再編

再編目的 実施校

望ましい指導体制に向け、八戸中央高校及び尾上総合
高校に設置していた北斗高校通信制課程の分室をそれぞ
れ当該校の通信制課程に再編

八戸中央高校 （H25～）
尾上総合高校 （H25～）

【参考】北斗高校 （H11～）

◆ 学科の設置目的等
県立高校の現状
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三八

浪岡高浪岡高

大間高

むつ工業高

大湊高

（ ・ ）田名部高 全 定

野辺地高

六ヶ所高

（ ・ ）三沢高 全 定

三沢商業高

百石高十和田工業高

三本木高

三本木農業恵拓高

三戸高

名久井農業高

八戸水産高

八戸北高

八戸商業高

八戸西高八戸高

八戸東高

（ ・ ）八戸中央高 定 通

八戸工業高

鰺ヶ沢高

木造高

五所川原高（全・定）
五所川原農林高

五所川原工科高

青森東高

青森工業高

青森商業高

青森高

青森中央高

（ ・ ）北斗高 定 通青森北高

青森南高

青森西高

黒石高

尾上総合高（定・通）

柏木農業高

弘前工業高

弘前高

弘前南高 弘前実業高

弘前中央高

七戸高

中南

東青

下北

西北

上北

◆ 学校配置の状況
県立高校の現状

24

【県立高校の配置状況（令和７年４月１日現在）】

普通科等の高校

職業教育を主とする専門学科の高校

普通科等と職業教育を主とする専門学科の併置校

総合学科の高校



◆ 学校配置の状況
県立高校の現状

25

青森県立高等学校教育改革推進計画では、高校教育を受ける
機会を確保するため、学校規模の標準（基本となる学校：１学
年当たり４学級以上）を満たさない高校のうち、募集停止等に
より高校への通学が困難な地域が新たに生じる高校を地域校と
して配置

地域校の配置

東青地区 西北地区 中南地区 上北地区 下北地区 三八地区

ー 鯵ヶ沢高校 ー 六ケ所高校 大間高校 三戸高校

地域校とは



【令和７年度県立高校（全日制）募集学級別一覧】

募集学級数 東青 西北 中南 上北 下北 三八 学校数

６学級 青森
青森西
青森東
青森工業（35）

弘前
弘前中央
弘前工業（35）
弘前実業

三本木
三沢
三本木農業恵拓（35）

八戸
八戸東（表現科30）
八戸西
八戸工業（35）

１５校

５学級 青森北
青森商業

五所川原
五所川原工科（35）

弘前南
黒石

田名部 八戸北 ８校

４学級 青森南
青森中央

木造 十和田工業（35） 大湊 ５校

３学級 五所川原農林（35） 柏木農業（35） 七戸
百石
三沢商業

むつ工業（35） 八戸水産（35）
八戸商業

８校

２学級 浪岡（35） 野辺地 大間（35） 名久井農業（35） ４校

１学級 鰺ヶ沢 六ヶ所 三戸 ３校

学校数 ９校 ５校 ７校 ９校 ４校 ９校 ４３校

学級数 ４４学級 １８学級 ３７学級 ３４学級 １４学級 ３８学級 １８５学級

※（35）･･･１学級35人編制としている学校

◆ 学校配置の状況
県立高校の現状
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03

青森県立高等学校魅力づくり検討会議

について

27



➣ 現在は、平成２８年８月に策定した青森県立高等学校教育改革推進計画により、
「学校・学科の充実」「計画的な学校配置」「魅力ある高等学校づくり」等の
取組を推進

➣ 人口減少や社会のグローバル化、経済や生活環境の変化、価値観の変化・多様化が
進み、本県の教育を取り巻く環境が更に変化

➣ 本県のこどもたちが、変化し続ける社会に対応するために必要となる力を身に付け、
未来を切り拓き、豊かな人生を送るとともに持続可能な社会の創り手となることが
できるよう、学習意欲を喚起し、可能性及び能力を最大限に伸長するための「魅力
ある高等学校づくり」の更なる推進が必要

会議設置の経緯

◆ 青森県立高等学校魅力づくり検討会議について

◆ 令和10年度以降の魅力ある県立高等学校の在り方を検討するため、令和５年５月に、
本県の高校教育に関する知識・経験を有する幅広い分野の方々で構成される青森県立
高等学校魅力づくり検討会議を設置

28



Point 01 これからの時代に求められる力を育む
学校・学科の充実について

Point 02 生徒一人一人に充実した教育環境を
提供するための学校配置について

主な検討事項

はじめに

29

◆ 青森県立高等学校魅力づくり検討会議について



第１分科会 第２分科会

■学校・学科の充実
■委員構成：１０名

■学校配置
■委員構成：１１名

＜第１分科会専門委員＞
■委員構成：９名
➣ 行政関係者、高校関係者等

＜第２分科会専門委員＞
■委員構成：５名
➣ 行政関係者、高校関係者等

地区部会
＜東青・西北・中南・上北・下北・三八＞（各地区９～１０名）
■内 容：検討会議又は分科会からの求めに応じて、地区の意見を取りまとめる
■委員構成：市町村教育委員会関係者、地域関係者、ＰＴＡ関係者、中学校関係者、高校関係者等

教育長

はじめに

意見照会 結果報告

検討依頼
（令和５年５月）

検討結果報告
（令和７年２月）

青森県立高等学校魅力づくり検討会議
■検討事項
➣ これからの時代に求められる力を育む学校・学科の充実について

➣ 生徒一人一人に充実した教育環境を提供するための学校配置について

■委員構成：２３名
➣ 大学関係者、産業関係者、ＰＴＡ関係者、報道関係者、市町村教育委員会関係者、

中学校関係者、高校関係者等

30

◆ 青森県立高等学校魅力づくり検討会議について



04

青森県立高等学校魅力づくり検討会議

における検討結果報告書

第１ 魅力ある高等学校づくりに向けた基本的な考え方

第２ 学校・学科の充実の方向性

第３ 学校配置の方向性

第４ 地域等の理解と協力の下での魅力ある高等学校づくり

31



➣ 人口減少やグローバル化の進展等、社会の急激な変化

➣ 生徒の能力や進路志望等の一層の多様化

➣ 不登校経験等、様々な事情を抱えた生徒が在籍

➣ 「多様性への対応」と「共通性の確保」を併せて進め、
「生徒を主語にした」高等学校教育を実現

１ 高等学校教育を取り巻く現状

第１ 魅力ある高等学校づくりに向けた基本的な考え方
検討結果報告書
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➣ これまでの高等学校教育改革の成果･課題、本県の実情等を
踏まえつつ、新たな視点を取り入れた「青森県ならではの
高校教育改革」

➣ 生徒の夢や志の実現を県全体が一体となって、きめ細かに
支援できる環境づくり

➣ 環境づくりに当たっては、教員がゆとりを持ち、生き生きと
日々の教育活動に取り組むことができるよう、教員の負担軽
減を図るなどの配慮

２ 「魅力ある高等学校づくり」の視点

33

第１ 魅力ある高等学校づくりに向けた基本的な考え方
検討結果報告書



➣ 知・徳・体の調和のとれた生きる力や主体性、コミュニケーション能力、
自己肯定感、多様性を尊重する心、郷土を愛する心

➣ 主体的に未来を切り拓く力や課題発見・解決する力、大志を抱き世界へ
挑戦する心、地域を支える心等、夢や志に応じた力

➣ 柔軟性や創造性等、急激に変化する社会において求められる力

３ 高等学校教育の方向性

（１）これからの時代に求められる力の育成

➣ 青森県や地域の発展に貢献できる人財

➣ 社会を牽引できる人財

➣ 職業の多様化に対応できる人財 等

（２）これからの時代に求められる人財の育成

34

第１ 魅力ある高等学校づくりに向けた基本的な考え方
検討結果報告書



➣ 全ての生徒が安心して学べる環境づくり

➣ 生まれ育った環境にかかわらず、一定の水準を満たした教育や、誰一人取り
残さないきめ細かな教育を提供することによる生徒のウェルビーイングの向上

➣ 各校の特色を生かすとともに、多様な主体との連携・協働による教育活動全体
の更なる魅力化

➣ カリキュラム・マネジメントの適切な実施

➣ 探究的な学びや学科横断的な学び、ＳＴＥＡＭ教育等の充実

➣ 各校の特色や役割に応じた教育制度の効果的な活用

３ 高等学校教育の方向性

（３）高等学校に求められること

35

第１ 魅力ある高等学校づくりに向けた基本的な考え方
検討結果報告書



① 各校の特色を生かした取組の推進

➣ カリキュラム・マネジメントを通した教育活動の更なる充実と
魅力の情報発信

➣ 特色ある取組の発展や、これまでの常識にとらわれない新たな
取組の創出等、「青森県ならではの取組」の推進

➣ 全国からの生徒募集の新たな導入については、県内中学生の
入試環境への影響等を踏まえ検討

１ これからの時代に求められる高等学校の魅力づくり

（１）教育活動の更なる充実

第２ 学校・学科の充実の方向性
検討結果報告書

36



② ＩＣＴの活用による教育活動の充実

➣ 国内外の高等学校や大学、関係機関等との連携・協働体制を構築・
強化した上で、対面指導と遠隔・オンライン教育の最適な組合せ

➣ ＩＣＴの活用に係る教員の資質向上や専門スタッフの配置の充実

➣ 遠隔授業を実施する場合は、教科･科目の特性を考慮した上で、
多様な教科･科目を開設できる体制を整備

１ これからの時代に求められる高等学校の魅力づくり

（１）教育活動の更なる充実

37

第２ 学校・学科の充実の方向性
検討結果報告書



③ 特別な教育的支援を必要とする生徒への教育の充実

➣ 教員の資質向上や指導体制の更なる充実、専門スタッフの配置の充実

➣ 教育支援センター等の関係機関との連携や特別支援学校の分教室の設置

➣ 「他校通級」や「巡回通級」の実施等、通級による指導の充実

➣ 不登校や別室登校の生徒が学びを継続できるよう、ＩＣＴの活用等による
個に応じた指導の充実

１ これからの時代に求められる高等学校の魅力づくり

（１）教育活動の更なる充実
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第２ 学校・学科の充実の方向性
検討結果報告書



① 高等学校間・学科間の連携

➣ 各校や各学科の実情に応じた効果的な方法での連携の推進

➣ 各校や各学科が共通して取り組むテーマ等に応じて、それぞれの特色
ある教育活動の成果を共有し、各校の特色ある学びの更なる深化を図
るなど、これまでの枠組みにとらわれない連携の推進

１ これからの時代に求められる高等学校の魅力づくり

（２）多様な主体との連携・協働

39

第２ 学校・学科の充実の方向性
検討結果報告書



② 異なる校種間の連携

➣ 連携の主体や目的を明確にし、キャリア教育等の推進に向けた小・中
学校との連携の充実

➣ 大学等からの遠隔・オンライン教育の実施に向けた大学等との連携の
推進

１ これからの時代に求められる高等学校の魅力づくり

（２）多様な主体との連携・協働

40

第２ 学校・学科の充実の方向性
検討結果報告書



③ 地域や関係機関等との連携

➣ 地域や関係機関等との連携・協働体制を構築・強化するとともに、
各校や地域の実情を踏まえながら、地域等について理解を深める
学習や地域課題の発見・解決に取り組む活動を実施

➣ 地域や関係機関等との連携を担うコーディネーターの配置と研修等
を通じたコーディネート機能の充実

１ これからの時代に求められる高等学校の魅力づくり

（２）多様な主体との連携・協働
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第２ 学校・学科の充実の方向性
検討結果報告書



① 普通科等（普通科、理数科、グローバル探究科、スポーツ科学科、表現科）

➣ 教育資源や強みを生かした更なる特色化・魅力化

➣ 地域や関係機関等との連携による教育活動の充実

２ これからの時代に求められる力を育む学科等の魅力づくり

（１）全日制課程

② 職業教育を主とする専門学科（農業科、工業科、商業科、水産科、家庭科、看護科）

➣ 基礎的・基本的な学びを土台としつつ、各産業を取り巻く環境の変化に対応した学びの推進

➣ 地域や関係機関等との連携による教育活動の充実

③ 総合学科
➣ 外部人材や関係機関等の地域の教育資源の積極的な活用による多様な分野の学びの提供

➣ 本県の専門学科では学べない特色ある科目や系列を超えた選択科目の設定等、社会の変化や
生徒のニーズに対応した教育課程の編成 42

第２ 学校・学科の充実の方向性
検討結果報告書



➣ 多様な選択科目を開設した教育課程を編成するなど、多様な学びの提供

➣ 関係機関等との連携や専門スタッフによる支援体制の強化等、生徒一人
一人へのきめ細かな指導の充実

➣ 定時制課程においては、募集人員を含めた午前部、午後部、夜間部それ
ぞれの在り方を検討

➣ 通信制課程においては、スクーリングを受けやすい環境の整備、後期入学
や転入学・編入学に対応した体制の整備

➣ 従来の全日制・定時制・通信制課程の枠組みにとらわれず、学習時間帯や
教科・科目を柔軟に選択できる体制の検討

２ これからの時代に求められる力を育む学科等の魅力づくり

（２）定時制課程・通信制課程

43

第２ 学校・学科の充実の方向性
検討結果報告書



➣ 既導入校については、特色の明確化や小学校等との連携による教育活動の
充実、小学生・保護者等の理解促進

➣ 新たな設置等については、周辺の市町村立中学校への影響や設置意義等を
総合的に勘案して判断

３ 学校・学科の魅力づくりに向けた教育制度

（１）中高一貫教育

➣ 既導入校については、主体的に科目選択ができるメリットを生かした指導・
支援による教育活動の充実

➣ 新たな導入については、各校・各学科の役割や特長に応じて、普通科以外も
含めて検討

（２）全日制普通科単位制
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第２ 学校・学科の充実の方向性
検討結果報告書



➣ 既導入校については、生徒の進路志望等に応じた多様な選択科目の設定等による
教育活動の充実

➣ 新たな導入については、これまでの効果や課題を検証し、学科の専門性を生かした
教育活動の更なる充実に向けた在り方を検討した上で判断

３ 学校・学科の魅力づくりに向けた教育制度

（３）総合選択制

➣ 選抜方法や実施時期、募集方法等、制度の在り方を検討

（５）入学者選抜制度

➣ 各校の実情に応じた委員やコーディネーター等を確保

➣ 新たな導入については、既導入校における取組状況等を踏まえ、各校の目的に
応じた効果的な活用等を考慮しながら検討

（４）コミュニティ・スクール
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第２ 学校・学科の充実の方向性
検討結果報告書



１ 魅力ある高等学校づくりに向けた学校配置の観点

➣ 全ての生徒が夢や志の実現に向けて高校を選択できる環境づくり

➣ 地域と一体となった人財育成が進められてきたことを踏まえた学校配置

➣ 地理的な要因等により高校への進学に支障が生じないような通学環境への配慮

（１）高等学校教育を受ける機会の確保

➣ 高校に求められる教育を提供できる教育環境の整備

➣ 様々な事情を抱えた生徒の多様な教育的ニーズへの対応

➣ 高校間・学科間の連携や地域等との連携の更なる推進に
よる高校教育の質の確保・向上

（２）充実した教育環境の整備

第３ 学校配置の方向性
検討結果報告書
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２ 魅力ある高等学校づくりに向けた学校配置

（１）全日制課程

① 学校配置の考え方

➣ ６地区ごとに、中学校卒業予定者数の推移や産業
動向、中学生のニーズ、地域の実情等を考慮し、
生徒の進路志望等に応じた様々な役割を担う高校
を配置

➣ 各校が担うそれぞれの役割に応じてより特色ある
教育活動を実践できる教育環境を提供
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第３ 学校配置の方向性
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２ 魅力ある高等学校づくりに向けた学校配置

（１）全日制課程

② 学校規模

➣ 各地区に一定規模を有する高校を配置しながら、きめ細かな
指導が受けられ、生徒の通学環境に配慮した小規模校も配置
するなど、学校規模も特色の一つと捉え、多様な高校を配置
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第３ 学校配置の方向性
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２ 魅力ある高等学校づくりに向けた学校配置

（１）全日制課程

③ 小規模校の配置

➣ 「高等学校教育を受ける機会の確保」と「充実した教育環境の整備」
の２つの観点を考慮し、小規模校の配置に配慮

➣ 配置に当たっては、小規模校の特長を生かした教育活動の推進、近隣
の高校等との連携による合同授業や合同行事の実施、配信センター
からの遠隔授業の実施等により、充実した教育環境を提供

➣ 地域校制度について、配置基準や募集停止等の基準を含めた在り方を
検討した上で、学校と地域が一体となった教育活動を推進

➣ 募集停止をする場合の対応として、通学が困難となる生徒に対する
通学手段の確保・通学支援等を検討 49

第３ 学校配置の方向性
検討結果報告書



➣ 自分のペースで学ぶなど多様な学び方のニーズに対応
するため、現状の配置を基本としつつ、全日制課程と
合わせた学校配置を含め、拡充も検討

２ 魅力ある高等学校づくりに向けた学校配置

（２）定時制課程・通信制課程
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第３ 学校配置の方向性
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➣ 地域の学校配置の状況を考慮しながら、新たな学びの創出等
を目指した学科の統合や、異なる学科の高校の統合を検討

➣ 社会の変化を見据えた学びを提供できるような学科の設置、
キャンパス制の導入、中学校等との併設等、統合以外の方策
も検討

３ 学校配置と合わせて検討すべき事項

（１）再編の方法等
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第３ 学校配置の方向性
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➣ 多様な生徒への対応の充実や、きめ細かな指導のため、各校の
特色を踏まえた少人数学級編制の拡充等を検討

➣ 単位制の導入により少人数指導も可能となることを踏まえ、
各校・各学科の特長に応じて、少人数学級編制の実施や単位制
の導入を検討

３ 学校配置と合わせて検討すべき事項

（２）学級編制
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➣ 県と市町村や交通事業者等とが連携し、公共交通機関の
増便やダイヤの改正、スクールバスの運行や寮の整備、
通学費や下宿代の補助等の対応を検討

３ 学校配置と合わせて検討すべき事項

（３）通学手段の確保・通学支援
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➣ 地区の具体的な学校配置等について、市町村やＰＴＡ等と
あらかじめ意見交換する場の設定

➣ 実施計画等について広く県民へ説明し、意見を伺う場の設定や
パブリック・コメントの実施

➣ 統合を行う場合には、統合校の教育活動の充実に向けて、統合
対象校の関係者等による検討を実施

第４ 地域等の理解と協力の下での魅力ある高等学校づくり
検討結果報告書
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県立高校の魅力づくりに関する御意見を募集中です！

提 出 先：E-KAIKAKU@pref.aomori.lg.jp

担当 〒030-8540 青森市長島1-1-1
青森県教育庁高等学校教育改革推進室

是非、皆様の御意見をお聞かせください！

提出期限：３月２７日（木）

意見募集のホームページはこちらです
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地区懇談会に御出席いただき、
ありがとうございました。

青森県教育委員会
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